o.t.p総研の希望
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最近世界中で多くの人々が参加する抗議デモが起きています。特に今月はアメリカ発の大型デモが世界中に飛び火しているようです。
私はデモというものに関しては良いものとも悪いものとも思わないのですが、(まぁ暴徒化するのはどうかと思いますが…)ただここの活動に参加した人々がその情報にたどり着いた手段はSNS(ソーシャルネットワーキングサービス)だったというのは、大変興味深いと感じました。
 
これは、本当にすごいことですよね！！国境を越えて人々がつながり行動を起こしたという事実。しかも長い期間かけて伝わった運動ではなく、極めて短いスパンで伝わり行動に繋がったという事実は素晴らしいことだと思うのです。
今回はデモというどちらかと言うとネガティブな印象のあるものでしたが、そこを差し引けば、この事実はとても今まででは考えられない現象だったのではないでしょうか。
 
今、急速に世界が繋がっていっている！！今回は富の集中化に対するデモでしたが、実はこの世界中と繋がれるということは、大きな財産を持っていることと同じこと、いや、それ以上の価値があることなんじゃないかな？なんて感じるんです。
 
確かに、現状ではどの国でも、富が一部の人達に集中しているのでしょう。そして、我々庶民には分配される事がないことに腹をたてている人も大勢いるのでしょう。
しかし、富とは、けしてお金だけじゃないと思うんですね。人と人とのつながりだって大いなる富だと思うんです。さらに、人が多く集まれば資産だって生み出せるんですね！！
実は資産はゼロサムゲームなんかじゃないんです。そう思わされているだけで …。悲しいかな、持つ者と持たざる者に差をつけておいた方が人を操りやすい  …
 
しかし今SNSの広がりで、一方的な洗脳のような情報統制はとれない状況だと思います。ですから、そんな思い込みもこれからは消えていくことでしょう。
価値観も多彩になりつつ、しかもそれを認め合うことが出来たら…
世界中が繋がり、きっちり情報交換を市民レベルで行えるようになれば、確実に世界は変わると思います。
 
これは、理想論かも知れません。でも、o.t.p総研はそこに希望を感じるのです。世界がどんどん近くなり、共に真の豊かさに向かって歩んでいく。
そんな理想に一歩でも近づける何かができないか？
そこまで考えて日々、研究や情報発信が出来たら…なんて大袈裟でしょうか(笑)
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SNSとの付き合い方
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SNSは普段では出会えない多くの人と出会える可能性もあり、またビジネスチャンスを広げるなど有効な使い方もある一方で、SNS中毒なる言葉もあり、その危険性も問題視されているようです。
SNS中毒というのは、多くの人が通常一週間に数度ログインするところ、常時ログインしており、他者からの反応や、新着メッセージが気になって仕方がない状態の人のことを指すとのこと。
うーん…私自身研究も含めて複数のSNSをやってますが、確かに反応は気になるところですよね…やっぱり自分が書いたことに対して反応をもらえるとうれしいですし、気持ちはわからないではないです。また、コメントをもらったらできるだけ早く返信したいと思うのも人情でしょう。
しかし、それに疲れきってしまって仕事も手につかなくなるようであれば、やはり問題があると思います。でも、疲れきってしまったからという理由で突然そのSNSをやめてしまったりしたら…今まで築き上げてきた関係性もパーになってしまいます…。
 
では、どうすれば良いでしょうか？
 
一つの方法としてあげるとすればルール決めをすることです。例えば一日に書き込みするのは朝と夜の二回だけとか、コメントや返事も一日に何件以上はやらない等と決めてしまえば必要以上に負担になることは無いと思います。
いや…しかし、返事できないと申し訳ないし… なんて思う方は、これからはこういう風なルールで運営します！と宣言してしまうのもいいかと思います。そのルールが気に入らない人は去って行くかもしれませんが、疲れきってやめてしまうことを考えればそれよりはるかにマシですよね！！
 
SNSは上手に付き合っていれば、楽しめるし、有効な情報も得られるし、多くのつながりを生み出せるものですから、無理はせず、長く続けていったほうが良いと思います。
 
あと、最後にもう一つ！！
SNSだけでなく身近な人との付き合いも大切です！！目の前に人がいるのにスマフォでSNSばかりやられたら…寂しいですよね…。せっかく人とのつながりを生み出すツールを使っているのに、それに溺れて、目の前の人をないがしろにしては本末転倒というものです！！
 
上手に距離感を保ってSNSを楽しみましょう！！
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音で遊ぶ
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指先から伝わる弦の感触
そこに向けて感情を走らせる
頭から胸、肩、腕、そして指へと
 
楽しい気持ち
嬉しい気持ち
悲しい気持ち
寂しい気持ち
切ない気持ち
愛しい気持ち
 
表現したい感情全てを
左手
そして右手に
伝えて行く
 
そこに音が生まれる
感情を伴い
空気を伝う
 
耳に届くと
さらに
感情が高ぶってくる
 
どんどん音を生み出したくなる
 
指先に少し熱がこもる
汗がにじむ
 
何とも言えない快感が
胸と背中を通り抜ける
 
この喜びを知ったら
きっと誰もやめられない
 
そしてもっともっとと求めてしまう
 
だから今日も音で遊ぶ。
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質問力を鍛えよう！！
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聞くは一時の恥、聞かぬは一生の恥という言葉があります。
聞くことは、その時は恥ずかしいことだけど、聞かずに知らないままでいたら一生恥をかき続ける。だから、質問をちゃんとしましょうという意味です。
しかし、ただ漠然と質問してみただけでは、欲しい答えが得られずに聞いただけ損になりがちです。実は人に質問をして、欲しい答えを得るのは、かなり難しいことだったりします。だからといって聞かなければ一生の恥ですから…うーん…困ったものです。
 
では、どうすれば良いのでしょうか？
 
それは、質問力を鍛えることによって解決していきます！！
質問が難しいというのは、実は、自分が何がわからないのかすら、わからない状態…圧倒的な情報不足か、又は情報が整理できていない状態であることが多いんですね！
実はその状態で質問しても、あまり有効な答えが帰ってくることはありません。もし、その状態で質問をすると、会社の上司であれば「こいつは使えないな…」っていう印象を持たれてしまうでしょうし、ネットの掲示板等では、あからさまに叩かれてますよね？
せっかく勇気を出して聞いたのに……聞かなきゃ良かった…なんて思ってしまうかもしれません。しかし、それは聞いたという行為自体が悪かった訳ではなく、聞き方、質問の仕方が悪かったということなんですね。
 
質問の仕方にはある程度ルールというものがあります。
現状はどういう状態なのか。自分の考えではどうなのか。そして、答える方にどんな答えを期待しているのか？というのが明確になっていないと、答える方は答えを出せないんですね！
ついつい、わからないから聞いているんだよ！！わかっている方が親切に教えてくれても良いじゃないか！！なんて思ってしまいがちですが、正直そこまで世話を焼いてくれる人っていないのではないでしょうか？また、答えてあげたくても答えてあげられない場合もあるかと思います。
 
例えばこんなことです。
 
家具屋さんで…
客「これがいいんだけど、私の部屋に合うかしら？」
店員「そうですね…お客様のお好みに合うのであれば合うかもしれませんね」
(おいおい…部屋に行ったことないのにわかんないっつうの！)
客「じゃぁいただくわ！これ私の車に乗るかしら？」
店員「普通の乗用車ならちょっと難しいかもしれませんね…」
(知るか！！車は何なんだよ！？どこまで自分中心？この人…)
客「じゃあやめておくわ」
店員「はぁそうですか…またのお越しを！！」
(つ、疲れた…もうこないでね！べぇー)
 
さぁどうでしょう？
こんな質問では誰だって答えられないですよね？
まぁ答えたとしても、かなりテキトウな答えかウソですよね！？
冷静にみればおかしな質問しているなと思われると思いますが、質問力がないとこれと同じような質問をしがちなんですね！！会社でも同じですね！こんななんだかよくわからない質問は上司に答えてもらえません。上司だって忙しいのです！！じゃ具体的にどうすれば良いのか先ほどの例をとって説明しますね！！
 
家具屋さんで…
客「私の部屋は基本的にモノクロで固めているので、この黒い棚がいいかと思うんだけど、 大きさはどれくらいかしら？」
店員「縦1200mm×横900mm×奥行300mmです」
客「じゃこれいただくわ！！私の車はワンボックスでシートをたためばかなりの大きさも載るから、これも載ると思うんだけど、どうかしらね？」
店員「えー問題ないと思います！！お車までお持ちしますね！」
客「ありがとう。また利用させてもらうわね」
店員「ありがとうございます！！お待ちしております！！」
(はー…いいお客様だったなー…)
 
さぁどうでしょう？？
同じことをしようとしたのに、質問力があるのと無いので全然違いますよね！？なにかこの女性「できる人」だなって思いませんか？実際にこういう質問ができる人というのは仕事はできるでしょうね！！
 
このように質問力があるということは、かなり大切なことなんですね！！
質問力を磨けば「できる人」に早変わりできるわけですから！！
①現状はどういう状態なのか？
②自分の考えではどうなのか？
③答える方にどんな答えを期待しているのか？
 
これらを意識して、質問力を鍛えると人生が好転するかもしれませんよ(笑)
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心理学とマーケティング６
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さて先月は情報化には2つあり、それはひとつは既存の物を情報化すること、もう一つは、無数に散らばる断片を拾い集めて加工し情報化することであると述べ、そのうちの1つ、既存の物を情報化することについて述べた。(読まれていない方はSouken Magazine Vol.5をご参照ください。)今回はもう一つ、『無数に散らばる断片を拾い集めて加工し情報化する』について述べようと思う。
 
 
無数に散らばる断片を拾い集めて加工し情報化する
 
情報というのはどこかしこに溢れている。しかし、情報が多すぎて有効な情報というのはなかなかみつからない。また、その情報は本当に有効なものなのか？という疑問もある。
それを上手く拾い集めて、信用を生み出すことが出来ればそこに市場が生まれる。
 
これを一番上手に使い成功しているのは検索サイトであろう。無数に散らばる情報を集めて、信用の高い情報が上位に検索されるようにしている為、その検索サイトの信用も高まり、多くの人が利用するようになる。そして、多くの人が集まる場所には市場が生まれる。その市場に広告という情報を付加して収益をあげるモデルだ。
 
これは成功すれば、巨大なビジネスになる。しかし、もうすでにGoogleやyahoo等の巨大な検索サイトがあり、他の検索サイトの苦心ぶりを見るに、ここに食い込むのは至難の技だろうと思われる。
 
また、ポータルサイトというのも、無数な情報を集めてそれを整理し、有効な情報だけを並べることによって、多くの人を集め市場を生み出している。こちらも、大手のサイトがあるため、食い込むのは厳しいように感じる。
(しかし、検索サイトよりはチャンスはあるだろう。それは、より絞り込んだ情報のポータルを目指すことだ。しかし、ここではテーマからぶれるので詳しく触れない。)
もちろんIT企業でもないところが挑んでみても当然勝てるはずもない為、参入するのは無謀というものである。
 
では、無数に散らばる断片を拾い集めて加工し情報化することを、企業はどのように活用してビジネスとして成立させれば良いのだろうか？
 
企業にとって大切なのは、まず知ってもらうこと、そして好きになってもらうこと
 
自分が買い物をする時、その企業の名前を知っているのと知らないのでは、どちらを選ぶだろう？きっと同じ商品なら、知っている企業を選ぶのでは無いだろうか？もし、知らない企業と知っている企業の同じ商品があった時、知らない企業の商品を選ぶとしたら、それは、そちらの価格が安かったという理由のことが多いのではなかろうか？それは、裏を返せば知名度があれば安く売らなくて済む。利益確保がしやすいということである。
 
それがわかっているから、大企業は果たして何を売りたいコマーシャルなのだかわからない、社名が最後に出てくるだけのイメージCM等をバンバン流してきたのである。もちろん、これを中小企業が真似をすれば上手くいくのかと言うと、そんな単純な話ではないのだが…。
ただ知られていないより、知られるということが大切だというのはおわかり戴けると思う。
もし検討している商品がどちらも知っているメーカーだった場合はどうだろう。私であればきっと好きな企業や、信頼できる人から薦められた商品の方を買う。同程度のスペックであればきっと値段が多少高くなってしまっても好きな企業の方を購入する。
 
例えばPCを購入する場面で考えてみよう。
A社の製品は、そのデザイン性の高さや、その企業が生み出す商品へのこだわりというものに強い共感を覚えている。
B社は企業として有名でCMもバンバン流れているので、メーカーも商品名も知っている。
と、仮定する。
 
あなたはノートPCを探している。予算は１０万円。
この予算以内で必要とするスペックを満たしているのは、
A社のノートPC   価格98000円
B社のノートPC   価格78000円
さぁあなたならどちらを選ぶであろうか？
スペックには差はなくどちらも必要な機能の偏りは無いものとして、考えると、B社のノートの方が選ばれる可能性は高いはずだ。しかし、私ならAを選んでしまうだろう。予算以内に収まっているのであれば好きなメーカーの方を選びたいのである。
私もそうだ！！なんてこの考えに賛同して頂ける方も結構いるのではなかろうか？
 
これは従来の経済学では考えられない現象なのではなかろうか？同等の商品であれば価格が安い方を選ぶのが合理的と考えるのが、いわゆる普通の感覚とされてきていたが、今は価値観が多様化している。不合理であろうと、好きな物を使いたいと思う人が多くいてもおかしくないのだ。
しかし、企業側からみると、この一台から上がる2万円の差はものすごく大きいのである。同じスペックであれば開発コストも製造コストもそうは変わらないだろう。でも、同じ数量を売ったとしたら入ってくる利益は全然違う。
 
この差は何か？それは、情報力である。情報発信力の差が利益の差を生み出しているのである。
A社の商品も、B社の商品もどちらも「知っている」という点では同じであるが、そこに「好き」という感情を生み出させたA社は情報力に長けていると言って良い。
そして、その「好き」にさせる情報が付加価値を高めているのである。
 
情報発信力を磨くことで、商品の付加価値を高めることができる。今は流行りもありSNS(ソーシャル・ネットワーキング・サービス)等で自社を宣伝している企業も多い。確かに、知られていないより、知られている方がいいに決まっているから、やらないよりはやった方がいい。(と、いうかむしろやらない理由がない。無料で利用できるものだし…)しかし、今までのマスに対するやり方を単純に持ってきても、B社の縮小版になるだけだ。単価が安い上に数も売れなければ目も当てられない結果が待っている。どうせやるのであれば、A社のように情報を上手く利用し、高い付加価値を生み出す方が良いに決まっている。
 
それには断片を集める能力と、合わせ加工し、わかりやすい情報にする技術が物をいう。
 
では、断片とは何か？
それは、企業に働く人の想い、企業のこだわり、歴史や背景である。
合わせ加工し、わかりやすい情報にすることとは、
働く人の想いを集めて、自社をストーリー化すること。
そこに共感を感じてもらえるように伝えること。
である。
このテーマに関しては来月以降さらに深めて述べていきたいと思う。
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生姜焼きとマヨ！？
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とある昼下がり、友人数名と食事をした時に、こんな話を聞いた。
 
友人が働いている飲食店にて。お客さんに提供する生姜焼きに、添えられているはずのマヨネーズがついていなかったので、新人のアルバイトＳくんに「マヨネーズがのっていないよ」と伝えたところ、Ｓくんは何の迷いもなく生姜焼きのお肉の上に一文字にマヨネーズを絞り出した、というのだ。
 
周りにいたスタッフはびっくりしてしまい、みんなで大爆笑となり、訂正するのに時間がかかったという話を、友人は面白おかしく話してくれた。「マヨネーズはお肉と千切りキャベツの横のスペースにびゅーって絞り出すのが常識だよね」と。
 
確かに、今までマヨネーズがのせられた生姜焼きをお店で出されたことは一度もない。
マヨネーズが大好きな筆者にとって、マヨネーズをつけた生姜焼きの味は格別である。
それがあらかじめかけてあるのであれば、自分でつける手間が省けて助かる。
 
しかし、マヨネーズが食べられない人も世の中には大勢いるだろう。味が苦手な人も、食事制限の関係で控えなければならない人もいる。
そこで、マヨネーズが横に添えてあれば、食べたい人はつけて食べる、食べたくない人はつけないで食べるという選択ができる。
さらに、いくらマヨネーズ好きだとはいっても、つける量は人によって千差万別である。
ちょっとでいい人もいれば、たっぷりかけたいタイプの人もいるだろう。
もっと言えば、もしかしたらお肉の方にではなくキャベツの方にマヨネーズをつけたいタイプの人もいるかも知れない。
 
それらのような理由から、生姜焼きのマヨネーズは本来『横に添えるもの』というのが社会の『常識』のようになっている。
 
しかし考えてみれば、Ｓくんにとっての『常識』はそうではなかったのかも知れない。
躊躇なくマヨネーズを生姜焼きの上にかけたところをみると、もしかしたらＳくんの家では、生姜焼きを作るたびにそのスタイルで食卓に出ていたのではないか。言うなればマヨネーズののったものがＳくんの家にとっての生姜焼きであり、それを見て生まれ育ったＳくんにとって、生姜焼きにマヨネーズをかけることは『常識』だったのではないか。
 
そう考えると今回大笑いをされてしまったＳくんは気の毒である。しかも知らない場所で食事の話題にされ、会ったこともない筆者にコラムのテーマにされてしまったのだ。
 
会ったこともないＳくんの、見たこともない食卓の話なので、想像の域を出ることはないが、この話を聞いたことによって感じたことが三つある。
 
一つ目は、常識というのは環境によって決まっていくので、常にアンテナを高くして多くのことを見聞きし、外から収集した情報によって自分の常識のブレを直し続けるべきだ、ということだ。
 
Ｓくんの場合は、自分が外食をした先で一般的な生姜焼きの姿を目にする機会があれば、もしかしたら今回のことは避けられたかも知れない。もしくは実際に自分で食べないまでも、ネットやテレビや雑誌などで生姜焼きを目にする機会があったなら、もしかしたら「あれ、ウチのとちょっと違うな」と気付くきっかけにはできたかも知れない。これからもＳくんの生姜焼きの食べ方は変わらないかも知れないが（そもそもこうして食べているかは謎だが）、職場で同じ失敗をしないという点と、新たな発見があったという点では、Ｓくんにとって良い経験になっただろう。
 
二つ目は、我が家の常識が世間の非常識になってしまっていることはないか、と常に気にかけることが大切だ、ということだ。
 
子供に社会の常識を教え、間違っていることを正すというのは親の役目である。しかし親が必ずしも常識的で正しいとは限らない。親の立場にある側の人間も、自分の常識の概念は上記のように常に『更新』していくべきである。
 
その上で、自分の子供が社会で人様に迷惑をかけないよう、また恥ずかしい思いをしないよう、出来る限りいろいろな経験をさせて、世の中の常識というものに触れさせ、必要な時には親が身をもって常識を教える、というのが理想的だ。
 
また、我が子が素直に「ごめんなさい」を言えない場合には、もしかしたら親の自分が言えていないからでは？と己を省みることが大切である。子供は夫婦喧嘩を目の当たりにしている。気づかないうちにそういった部分を見てとり、謝らなくても済むということを『常識』として身につけてしまっているかも知れない。例え感情的になって頭に血が昇っている時でも、自分が悪いと認めている点においては素直に謝る必要があるのでは、と思う。悔しくとも、あくまでも子供の教育のために。もちろん、結果として夫婦のためにも良いだろう。
 
社会生活においてものさしとなるのは自分の常識ではなく社会の常識である。
ところが生まれ育った環境やその後の経験で、それがズレてしまうことがある。
非常識な人だと言われないよう、常に自分を見つめて生きていきたい。
 
今回感じた三つ目は、このコラムを書くにあたって念のため検索した生姜焼きの画像をたくさん見過ぎて、モーレツに生姜焼きが食べたい、という欲求だ。果たして自分はいつも素直にごめんなさいと謝れているかなぁと省みつつ、書き終わったら美味しい生姜焼きの作り方を検索するとしよう。それでは。
 
 
 
 
文／えみっきー　＠emk03
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作／えみっきー　＠emk03
iPad、iPhone、iPod touchお使いの場合、画像をダブルタップすると別画面で開くことができます。ピンチアクションで拡大、縮小ができますので、字が小さくて読みにくいとお感じの場合はお試しください。



編集後記
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わーい！！良かったー！！
 
今回も無事できあがったぞ〜〜〜〜！！
 
ふ〜……
 
いやー今回もなかなかどうして大変でした。今回は参加者少なく、結果的に今までで一番少ない人数で作成することになってしまいましたが、どうにか形にはなったかな？と。
制作することに関してはかなり作業の流れを把握できるようになったため、作成するスピードは段違いに速くなってきているのですが、クリエイティブな部分、考えている時間というのは、なかなか縮まらないもので…。ここら辺が今後の課題かと。
こうなにか、ぐーん！！と成長する何かをつかめないものかと思ったり。
 
はじめは勢いで突っ走れますが、それが無くなった時こそが真の力が見える訳で、そういう今、自分自身に
「このままでいいのかい？」
と、問いかけると、
「まだまだこれからでしょう！！」
って答えが返ってくる訳で…
このSouken Magazineも半年続きましたし、そろそろ新展開も考えなくてはな〜〜等とぼんやり考えていたりします。
と、いうことで
 
みんな来月もがんばろう！！
新しい何かを見つけるアンテナをのばそう！！
始めた時のドキドキワクワクをまた感じよう！！
 
 
というわけで、進化をやめないSouken Magazine！！
今後もよろしくお願い致します！！
よろしければお友達にも教えてあげてくださいね！
 
 
編集長　三上壽久（ミカミトシヒサ）
twitter　o.t.p  @otpro
 
 
追伸
 
最近電子書籍の注目度があがってきています。
ある程度PCの扱いに慣れている方なら思った以上に簡単に作成することができます。
 
Souken Magazineは、ヴァージョンの違いこそありますが、ほぼ、
コチラ
の機材やソフトを使って作られています。
もしも、自分も作ってみたい！！と、思われた方がいましたら是非ご参照ください。
 
作ってみたよ！または、もう作っているよ！！なんて方がいましたら、是非twitter上でo.t.p   @otproまでご連絡ください。当誌で紹介させて頂きます！！


発行／編集
 
o.t.p総合研究所 http://www.otpsouken.com/
　　　　　　所長　三上壽久（o.t.p)
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お読み頂きありがとうございます。
よろしければぜひお友達にも紹介してください！！ 
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